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文
化
交
流
活
動
で
地
域
貢
献

　
地
域
礼
金
の
各
分
野
で
貢
献
し
た
人
た
ち
を
た
た
え
る
、
・
番
地
新
聞
社
の
第
2
4
回
（
平
成
2
0
年

度
）
「
特
別
社
金
貨
」
「
社
会
回
の
受
賞
者
が
決
ま
っ
た
。
行
別
礼
金
賞
に
は
ほ
橋
交
響
楽
団
（
森

ｆ
元
康
音
楽
監
督
）
、
社
会
認
は
イ
マ
ダ
（
豊
橋
市
神
野
新
田
町
、
今
田
充
洋
社
長
）
な
ど
９
嘔
業

所
が
輝
い
た
。
表
彰
式
は
1
9
日
、
豊
感
市
公
会
堂
で
閲
か
れ
る
本
社
主
催
の
第
3
3
回
こ
橋
歌
謡
丿
掌

権
大
金
の
席
上
行
わ
れ
る
。

馨
脛
イ
マ
ヴ
登
９
套
戻

独
自
の
技
術
開
発
や
起
業
家
精
神

　
同
口
は
、
１
９
８
５
（
昭

和
6
0
）
年
Ｈ
月
、
振
鈴
１
万

号
を
記
念
し
て
制
定
し

た
。

　
特
別
誌
貫
の
第
１
回

受
賞
老
は
、
猷
腎
迎
勁
を

全
国
レ
ベ
ル
で
展
開
し
た

福
井
敏
規
氏
（
故
人
）
。

8
6
年
か
ら
は
主
に
産
業
振

興
で
ガ
ス
テ
ッ
ク
サ
ー
ビ

ス
、
オ
ー
エ
ス
ジ
ー
、
ヤ

マ
サ
ち
く
わ
、
武
蔵
精
密

工
業
、
ト
ヨ
テ
ッ
ク
、
西

島
、
ア
イ
セ
ロ
化
学
、
ビ

オ
ヅ
ク
、
フ
ォ
ル
ク
ス
ワ

ー
ゲ
ン
グ
ル
ー
プ
ジ
ャ
バ

ン
、
樹
研
工
業
、
ニ
デ
ゴ

ク
ヽ
ト
ビ
生
業
蕊
賀
一

特別社会買、社会賞を選んだ選考委員会
　　　　　　　　　　　　　＝束愛知新聞社で

造
所
、
本
多
電
子
、
ト
ヨ

タ
自
動
車
旧
里
場
、
ラ

グ
ー
ナ
蒲
郡
、
豊
橋
筆
振

興
協
同
組
合
、
豊
橋
日
独

協
会
な
ど
。
個
人
で
は
福

井
氏
、
国
政
で
活
躍
し
た

村
田
敬
次
郎
氏
（
故
人
）

と
、
愛
知
万
雌
へ
の
献
身

的
支
援
と
献
腎
運
動
な
ど

の
ロ
献
か
ら
井
渾
一
義

氏
。
昨
年
度
は
ａ
橋
地
区

日
中
友
好
協
会
だ
っ
た
。

　
ま
た
、
「
社
会
□
」
は

長
年
に
わ
た
っ
て
奉
仕
活

動
を
続
け
て
き
た
人
な

｢渥沢胎島ど４ぶ･り街
道｡メニニー品評会。
22忌寄セらj1る＠面

ｊ
－
ｊ
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－

豊
橋
・
豊
川
に
「
応
援
す
る
会
」
＠

　
災
害
時
の
応
援
協
定
締
結
＠

　
蒲
郡
観
光
交
流
ウ
イ
ー
ク
特
集
＠

　
慧
知
症
持
場
順
明
会
の
学
習
療
法
＠

橋
商
工
会
議
所
相
談
役
）

佐
藤
脩
次
氏
（
蕊
受
化

振
興
財
団
理
事
長
）
は
じ

社
会
賞

ど
、
毎
年
分
野
を
定
め
、
一
イ
マ
ダ
（
豊
橋
市
神
野

目
立
た
な
い
か
逍
な
活
一
笛
町
ヽ
今
回
洋
装
）

一
助
な
ど
繰
り
広
げ
て
い
る

- ･ 一 一 一 一 一 一 ･

個
人
、
団
体
に
贈
る
な
ど

し
て
き
た
。

　
今
年
度
の
表
彰
方
針

は
、
特
別
社
金
賞
が
文
化

交
流
活
動
に
貢
献
す
る
団

体
・
事
業
所
、
社
会
員
は

１
９
９
９
年
度
か
ら
引
き

続
き
、
独
自
の
技
術
開
発

や
起
業
家
精
神
で
嘔
業

展
開
し
て
い
る
湛
某
所
・

団
体
と
決
め
、
同
賞
選
考

委
９
冠
、
同
穴
の
公
正

委
弧
・
神
野
辺
邱
氏
（
豊

特
別
社
会
賞
豊
橋
交
響
楽
団

　
全
国
学
校
音
楽
コ
ン

ク
ー
ル
な
ど
で
日
本
一

に
輝
い
た
、
｀
紬
市
立

羽
田
中
学
校
オ
ー
ケ
ス

ト
ラ
部
の
卒
業
生
を

中
心
に
、
昭
和
4
0
球
５

月
、
現
在
の
「
豊
橋
交

響
楽
団
」
の
前
身
で
あ

る
「
豊
橋
リ
ー
ド
フ
ィ

染
Ｆ
モ
菱
晋
菱
Ｉ
Ｉ

ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
交
ｆ
．
］
楽

団
」
を
創
立
。
同
年
６

月
に
第
１
回
定
期
演
奏

会
を
豊
橋
市
公
会
堂
で

開
催
。

　
以
後
、
ｎ
橋
市
に
お

卜
は
8
6
回
を
数
え
る
。

　
創
立
６
年
目
の
昭
和

4
6
年
７
月
に
、
第
Ｉ
回

目
の
東
京
公
演
を
挙

行
。
こ
れ
が
き
っ
か
け

と
な
り
、
翌
4
7
年
に
は

　
荷
重
測
定
器
メ
ー
カ

ー
。
現
任
、
小
型
荷
疸
測

定
匹
の
販
売
台
数
は
日

本
、
東
南
ア
ジ
ア
で
第
１

泣
、
米
国
で
は
３
位
、
欧

州
で
５
位
。
常
に
よ
り
製

品
を
提
供
し
た
い
と
い
う

理
念
の
も
と
に
艮
年
の
研

究
開
発
に
よ
り
培
っ
た
高

度
な
技
術
を
い
か
し
て
り

る
製
品
群
は
、
精
度
・
耐

久
住
・
操
作
性
な
ど
の
す

べ
て
の
面
で
芯
界
各
国
か

ら
高
い
評
価
と
。
’
。
‥
顕
を
回

る
。

　
以
来
、
『
紬
交
響
楽

団
が
本
扇
面
局
を
担

う
と
と
も
に
、
昨
年
（
平

成
扮
年
）
1
2
月
か
ら
は

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
・
世
界
ア

マ
チ
ュ
ア
オ
ー
ケ
ス
ト

ラ
連
盟
の
事
務
局
も
担

当
す
る
と
こ
ろ
と
な
っ

定
期
演
奏
会
と
巡
回
コ
ン
サ
ー
ト
両
輪

け
る
定
期
個
器
と
愛

知
県
内
、
特
に
束
三
河

地
域
を
中
心
と
す
る
巡

回
コ
ン
サ
ー
ト
を
活
動

の
両
輪
と
し
て
今
日
に

至
っ
て
い
る
。

　
ち
な
み
に
現
在
ま
で

に
定
期
演
奏
会
は
１
０

ｊ
ｉ
、
弘
一
司
コ
ノ
ナ
ー

全
国
か
り
豊
橋
に
2
3
団

体
の
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
か

災
い
、
日
本
ア
マ
チ
ュ

ア
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
連

盟
を
設
立
。
今
日
の
社

団
法
人
日
本
ア
マ
チ

ュ
ア
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
連

盟
（
１
４
７
団
加
盟
）

Ｘ
″
一
つ
’
？
｀
μ
っ
″
』
へ

て
い
る
。

め
篠
村
貢
米
社
社
長
、

芒
阿
夫
常
務
が
、
斑
三

河
の
召
工
会
議
所
・
商
工

て
い
倚

　
一
ン
ン
電
材
社
（
屋
号

西
幸
司
ハ
木
達
郎
社

長
）

　
心
気
資
材
・
機
器
の
販

売
サ
…
・
ご
ス
か
ら
産
業
シ

ス
テ
ム
装
圖
の
設
計
・
製

作
ま
で
、
メ
上
タ
・
商
社

と
し
て
ニ
ッ
チ
分
野
の
オ

ン
リ
・
ム
．
ン
ン
企
業
舎
飛

す
言
破
産
業
の
振
沢
に

貢
献
し
、
近
年
、
革
新
的
で

に ･ －

独
創
性
あ
ぷ
れ
る
一
子
・

ド
ル
［
Ｔ
ラ
ー
ベ
ア
リ
ン

グ
高
遠
組
立
機
］
の
開
発

ぷ
零
有
名
メ
ー
カ
ー
か

ら
高
く
評
価
さ
れ
て
い

る
。

ン
フ
ィ
ル
）
、
徳
永
二

男
氏
、
ピ
ア
ニ
ス
ト
で

は
花
房
晴
美
氏
、
山
下

洋
輔
氏
、
チ
ェ
リ
ス
ト

で
は
ゲ
オ
ル
グ
・
フ
ァ

ウ
ス
ト
氏
（
ベ
ル
リ
ン

フ
ィ
ル
）
、
向
山
佳
絵

子
氏
な
ど
、
ま
さ
に
世

界
を
壁
茫
活
躍
す
る

ゲ
ス
ト
と
の
共
演
は
、

豊
橋
交
響
楽
団
の
成
長

に
大
き
な
影
響
を
与
え

　
こ
れ
ま
で
に
共
演
し
て
い
る
。

た
指
揮
者
、
ソ
リ
ス
ト
　
今
後
戈
訊
、
東
三

は
極
め
て
多
彩
。
指
揮
河
を
中
心
に
、
一
層
地

者
涯
荻
山
和
鹿
氏
、

外
山
雄
三
氏
、
安
永
武

一
郎
氏
、
西
本
智
爽
氏
、

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ニ
ス
ト
で

ｇ
ｌ
ｋ
ｙ
ｇ
ａ
Ｚ

ｒ
ｙ
２
Ｍ

域
に
笹
否
し
た
活
動
を

行
う
と
と
も
に
、
市
民

に
よ
り
身
辺
な
ア
マ
チ

ュ
ア
オ
ー
』
ケ
ス
ト
ラ
を

l
i
g
1
1
1
j
“
s
n
“

Ｉ

Ｉ

■

―

一回悶悶

会
な
ど
か
ら
の
推
薦
を

対
象
に
厳
正
に
審
査
し

・
『

　
エ
フ
エ
ム
豊
橋
（
豊
橋

市
藤
沢
町
、
藤
村
邦
香
社

長
）

　
全
・
。
弐
３
香
日
の
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ｙ
．
・
‐
極
送
局
と
し
て

ｍ
戈
５
年
Ｈ
月
に
開
呵

以
来
、
音
声
情
報
メ
デ
ィ

ア
と
し
て
多
彩
に
展
開

し
、
豊
か
な
街
づ
く
り
に

意
馬
ま
た
、
非
常
時
に

備
え
、
豊
橋
市
と
の
専
用

回
線
を
開
設
、
地
元
に
密

着
し
た
「
頻
り
に
な
る
ラ

ジ
オ
’
一
と
し
て
、
こ
れ
ま

で
も
台
風
や
竜
巻
災
害
の

情
報
を
タ
イ
ム
リ
・
ｊ
に
放

送
し
て
き
た
。

　
自
恕
（
豊
川
市
牛
久
保
一

町
、
岩
瀬
淳
一
郎
社
長
）
一

　
バ
ッ
ト
装
弓
マ
カ
ー

と
し
て
5
0
年
以
上
の
実
績

が
あ
り
、
国
内
の
シ
ェ
ア
ー

は
約
2
5
％
。
職
人
の
も
つ

伝
統
技
術
と
革
新
的
な
新

一

素
材
や
Ｉ

せ
、
数
々
の
製

七
見

斜
辺

に
工
場
の
Ｆ
Ａ
化
を
柘
植

的
に
導
入
す
る
と
と
も
一

に
ヽ
草
職
人
の
人
材
育

一

　
汲
愛
知
新
聞
社
で
は
社

会
窟
に
続
き
、
今
年
度
か

ら
本
紙
に
優
れ
た
投
稿
を

し
た
方
に
投
稿
宸
を
制
定

』
‐
゛
″
へ
ｙ
’
一
’
‘
ｆ
一
4
j
j

M
r

成
に
も
注
力
し
か

実
践
し
て
い
る
。

ｉ
‐
｜
―
－
―
－
１
１
－
－
‐
ｌ
ｊ

る
。
時
代
の
夢
を
形
に
す

る
お
手
伝
い
で
社
会
に
貢

献
し
て
い
く
こ
と
を
モ
ッ

ト
ー
と
し
て
い
る
。

　
マ
ル
ヤ
ス
（
新
城
市
杉

山
、
今
泉
保
二
社
長
）

　
日
本
全
国
の
、
土
座
菓

高
品
貿
、
高
付
加
印
丿

力
点
を
ａ
き
、
営
業
μ

域
の
お
客
と
の
コ
ミ
ュ
」

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
大
事
こ

る
経
営
手
法
を
推
進
。
一

た
ヽ
環
境
に
優
し
�

料
と
廃
葉
物
処
理
な
ど

行
っ
て
い
る
。

判
有
心
尹
江
川
理

全
国
Ｉ
１
０
社
の
問
屋
と

取
引
、
特
に
各
地
域
こ
と

の
特
産
品
を
便
っ
た
商
品

や
特
色
を
ア
ピ
ー
ル
す
る

商
品
に
こ
だ
わ
っ
て
製
造

し
て
い
る
。
9
0
％
以
上
の

商
品
が
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
商

品
。
有
名
観
光
地
お
土
産

の
ウ
ル
ト
ラ
マ
ン
せ
ん
べ

い
は
人
気
商
品

　
大
腸
社
印
刷
所
（
田
原

市
神
戸
町
、
仲
谷
修
社
長
）

　
活
版
（
活
字
）
印
刷
か

ら
ス
タ
ー
ー
ト
後
、
時
代
に

あ
っ
た
オ
フ
セ
フ
ト
、
フ

ォ
ー
ム
印
刷
、
そ
の
後
デ

ジ
タ
ル
化
な
ど
に
進
み
、
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琵

か
ら
、
井
渾
一
義
氏
（
井

浬
医
院
名
り
洸
艮
）
に
決

定
し
ま
し
た
。
社
会
貢
の

表
彰
前
に
記
念
品
を
贈
呈

唯
氏
（
同
唇
警
備
深
長
）

▽
福
井
道
子
き
ん
（
蛋
伍

同
友
の
会
会
長
）
▽
一
回
一

氏
（
同
副
自
民
）
Ｄ
９
４

氏
（
同
）
▽
村
松
辺
之
氏
｛

幹
忠
▽
倉
橋
健
二
氏
（
｡
'
:
l

ポ
）
▽
奥
村
四
六
（
同
穴
一

▽
内
藤
久
美
子
さ
ん
（
吏
学

商
工
脛
光
係
長
）
▽
Ｅ
々
密

滸
氏
（
同
王
が
）
▽
中
村
a
;

氏
（
む
指
に
用
余
眠
総
八
器

部
次
長
）

　
　
ｘ
／
５
Ｓ
Ｘ
&
／
４
‐
‐

　
　
　
　
　
　
「
肱
界

　
　
　
　
　
理
が
う

　
　
　
　
　
同
と
い

　
　
　
　
　
中
国
か

　
匹
　

ン
ス
。

　
　
　
　
ち
ら
に
軍

を
挙
げ
る
か
は
好
み
に

る
な
」
。
外
国
航
路
の

の
機
関
艮
だ
っ
た
父
か

よ
く
間
か
き
れ
た
も
の

▼
そ
の
中
国
の
良
材
が

木
で
引
っ
ば
り
だ
こ
だ

・
弓
だ
か
今
年
１
月
、

函
。
天
洋
食
品
一
製
の
冷

ギ
ョ
ー
ザ
霊
誤
た
日

の
３
家
族
1
0
入
か
中
毒

状
を
起
こ
し
て
か
ら
は

情
が
一
変
し
た
。
日
本

衆
開
封
の
ギ
ョ
『
Ｉ
ザ
か

ａ
薬
成
分
メ
タ
ミ
ド
ホ

か
検
出
さ
れ
、
中
国
側

一
部
輸
出
禁
止
措
置
も

っ
て
、
ス
ー
パ
ー
ス
ト

の
中
国
産
食
品
は
激
減

た
▼
中
国
側
は
当
初
、

国
国
内
で
の
混
入
を
認

な
か
っ
た
か
、
７
月
の

海
道
・
洞
爺
湖
サ
ミ
ッ

中
に
中
国
国
内
で
の
同

9
＆
｡
&
I
Q
j
5
U
Qu
M

　
加
山
興
業
（
豊
川
市
南

千
両
２
、
加
山
Ｓ
弘
社
長
）

　
束
三
河
柴
中
心
に
斑
海

４
県
（
愛
知
、
岐
阜
、
Ξ

咀
、
静
岡
）
の
エ
リ
ア
で

主
に
営
業
を
展
開
、
次
世

代
の
た
め
の
環
境
保
全
を

扱
大
の
責
任
と
認
識
し
、

企
業
活
動
の
あ
ら
ゆ
る
面

で
廃
棄
物
の
再
資
源
化
な

ら
び
に
環
境
に
や
さ
し
い

処
狸
俯
の
研
究
開
発
に

努
め
、
地
域
社
会
に
貢
献

し
て
い
る
。

　
サ
ン
ペ
ー
ル
（
豊
川
市

一
宮
町
、
近
日
邦
満
社
長
）

　
昭
和
5
5
年
、
地
域
社
会

の
一
丁
ズ
に
応
え
て
、
結

婚
式
事
業
を
ス
タ
ー
ト
し

た
。
日
本
一
心
遣
い
が
で

き
る
結
婚
式
場
を
目
指
し

て
い
る
。
ま
た
、
各
釦
団
体

の
会
議
、
講
演
会
ま
た
は

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
活
動
な

ど
の
垢
と
し
て
も
辰
く
利

用
し
て
も
ら
え
る
よ
・
っ
事

業
展
開
を
し
て
い
る
。

　
蒲
郡
製
作
所
（
蒲
郡
市

御
幸
町
、
伊
藤
智
啓
社
長
）

　
半
世
紀
に
わ
た
り
、
一

塁
し
て
多
品
種
少
量
の
高

精
度
部
品
加
工
を
展
開
。

フ
ラ
イ
ス
、
旋
盤
、
研
削
、

ワ
イ
ヤ
ー
放
電
な
ど
の
最

先
端
工
作
機
械
を
駆
使

し
、
ア
ル
ミ
・
黄
銅
・
樹

脂
の
微
細
・
精
答
サ
プ
ラ

イ
ズ
を
得
意
と
し
て
い

第
１
回
投
稿
賞
に
井
憚
氏

第
１
回
は
「
罪
深
い
ア
メ

リ
カ
の
サ
ブ
プ
ラ
イ
ム
ロ

ー
ン
問
題
」
「
歴
史
を
し

っ
か
り
捉
え
て
民
族
の
誇
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